
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 こども教育宝仙大学 
設置者名 学校法人宝仙学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

こども教育学部 幼児教育学科 0 0 29 29 13 

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表、およびシラバス検索画面は以下に記

載。 

https://www.hosen.ac.jp/information/ 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 なし 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。

学校名 こども教育宝仙大学 
設置者名 学校法人宝仙学園 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://ho.hosen.ac.jp/organize/#yakuin 

学園機関誌「宝仙ガイドブック」 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

昭和興業株式会社  

代表取締役社長 

現職 

2025.6.17

～2029 年定

時評議員会

終結時 

組織運営体制等の

チェック機能

非常勤 
有限会社ケイアンドワイ

代表取締役 

元職 2017 年 3 月退任 

2025.6.17

～2029 年定

時評議員会

終結時 

組織運営体制等の

チェック機能

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 こども教育宝仙大学 

設置者名 学校法人宝仙学園 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 
こども教育宝仙大学教務委員会において、以下の平成 20 年 12 月 24 日に中央教育審議会

にて示された「学士課程教育の構築に向けて(答申)」を基にシラバス作成要領の作成及び

添削を行っている。 

『学士課程の構築に向けて（答申）』平成 20 年 12 月 24 日（中央教育審議会）より 

シラバスに関しては、国際的に通用するものとなるよう、以下の点に留意する。

・各科目の到達目標や学生の学修内容を明確にすること

・準備学習の内容を具体的に指示すること

・成績評価の方法・基準を明示すること

・シラバスの実態が、授業内容の概要を総覧する資料（コース・カタログ）と同等のもの

にとどまらないようにすること

授業計画(シラバス)作成過程 

・授業担当者へ授業計画(シラバス)作成依頼

・教務委員会及び授業担当者にて内容確認・添削

・授業計画(シラバス)完成→ホームページ及びポータルサイト上にて全シラバスを公開

授業計画(シラバス)作成時期：1 月初旬～2 月

授業計画(シラバス)公表時期：3 月～

授業計画書の公表方法 
https://st.hosen.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllab

usKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
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（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
各授業においては、授業担当者がシラバス内にて明記した方法で成績評価をする。万が

一不正行為が発覚した場合は、当該授業の単位が認められない他、学則第 73 条に基づい

て厳しい処分を受けることとなる。レポートや課題についても、他人の文章を安易に引用

したり、コピー・アンド・ペースト（文章やデータなどを複写・複製し、それを別の場所

へ転写・貼付する行為）したりすることは、不正行為とみなされる場合がある。 

授業科目を履修登録し、授業への出席・参加、課題、レポート提出、試験等を総合的に判

断して合格となった場合は、修得単位として認定される。 

ただし、授業の 3 分の 1 を超えて欠席した場合は、評価判定の対象外となり、単位の修得

ができない。また、認定にあたっては、当該学期の学納金が完納されていなければならな

い。 

授業科目の成績評価は、各授業担当教員が行い、下記のとおり「評価標記」で示される。 

単位認定を受ける資格を得るためには、学則に規定する授業回数の３分の２以上の授業へ

の出席が必要である。したがって、各科目とも、規定の全授業回数の３分の１を超えて欠

席した場合は、単位認定を受ける資格が無くなり、当該学期に該当科目の単位は修得でき

ない。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学での成績評価について、GPA（Grade Point Average）制度を設けている。GPA は、

成績を５段階の Grade Point で評価し、獲得ポイントの合計を履修登録した総単位数で割

った、１単位あたりの成績の平均値である。 

ひとつの学期における GPA のポイントが 2.0 未満であった場合は、学生に対してアドバ

イザーによる注意と指導を行っている。2.0 未満の学期が２回連続した場合又は通算３回

となった場合は、学生及び保証人に対してアドバイザーによる注意と指導を行っている。

2.0 未満の学期が３回連続した場合又は通算４回となった場合は、教授会の議を経て、本

人及び保証人に学部長が在学の意思確認の上、厳重注意をしている。

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.hosen.ac.jp/information/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
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（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
本学のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）は以下の通りである。 

こども教育宝仙大学は、建学の精神に基づき、仏教精神を基調とした人間教育の伝統を基

にした「人を造る」の実践を通して、慈悲・敬虔・感謝・奉仕の心に満ちた豊かな人材と

ともに、専門的知識・技術を習得し、高次な倫理観と教養を備え、広い視野に立った判断

力をもって社会に貢献できる人材の育成を目指した教育課程を編成しています。 

 卒業までに次の能力を身につけ、所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、「学

位規則」により学位を授与します。 

１．人間性豊かで社会性に富み、他者との円滑なコミュニケーションができる 

２．溢れる情報と多様化した社会の中で、変化に即した判断ができる 

３．専門知識や技法を適切に駆使でき、絶えずそれを向上させようと努力することができ

る 

上記ディプロマ･ポロシーにのっとり、本学に４年以上在学し、卒業に必要な 124 単位を

修得し、教授会の議を経た者に学士の学位が授与される。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.hosen.ac.jp/information/ 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。

学校名 こども教育宝仙大学 
設置者名 学校法人宝仙学園 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://ho.hosen.ac.jp/organize/#zaimu

収支計算書又は損益計算書 https://ho.hosen.ac.jp/organize/#zaimu

財産目録 https://ho.hosen.ac.jp/organize/#zaimu

事業報告書 https://ho.hosen.ac.jp/organize/#project

監事による監査報告（書） https://ho.hosen.ac.jp/organize/#zaimu

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称： 対象年度： ） 

公表方法： 

中長期計画（名称： 対象年度： ） 

公表方法： 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果

公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/ 

（２）認証評価の結果（任意記載事項）

公表方法： 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要
学部等名 こども教育学部幼児教育学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/） 

（概要） 

■本学の目的

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教精神に基づく人格の陶

冶及び専門の学術を教授研究することにより、社会の発展に貢献し得る教養ある職業人を

育成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/） 

（概要） 

本学のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）は以下の通りである。 

 こども教育宝仙大学は、建学の精神に基づき、仏教精神を基調とした人間教育の伝統を

基にした「人を造る」の実践を通して、慈悲・敬虔・感謝・奉仕の心に満ちた豊かな人材

とともに、専門的知識・技術を習得し、高次な倫理観と教養を備え、広い視野に立った判

断力をもって社会に貢献できる人材の育成を目指した教育課程を編成しています。 

 卒業までに次の能力を身につけ、所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、「学

位規則」により学位を授与します。 

１．人間性豊かで社会性に富み、他者との円滑なコミュニケーションができる 

２．溢れる情報と多様化した社会の中で、変化に即した判断ができる 

３．専門知識や技法を適切に駆使でき、絶えずそれを向上させようと努力することができ

る 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/） 

（概要） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

こども教育宝仙大学のカリキュラムは、建学の精神や教育理念をふまえ、質の高い幼児教

育･保育･児童福祉に携わる専門職の養成を大きな柱とするとともに、高次な倫理観と豊か

な教養、幅広い専門知識をもった人間性の涵養および社会や時代の変化の中で生きるため

の総合的な判断力を培うために、ディプロマ･ポリシーに明記した人材養成を目的に編成

しています。

 こども教育学部幼児教育学科のカリキュラムは、教育上の目的を達成するために必要な

「総合基礎領域」および「総合専門領域」から体系的に編成しています。 

１．「 総合基礎領域」は、建学の精神を理解し、大学生として必要とされる基礎的な技

法、情報化社会に対応できる能力、様々な問題を考えるための教養、体験や経験に基づく

知恵などを身につけるための科目のまとまりです。 

２．「 総合専門領域」は、質の高い保育者として必要な知識･技法を幅広く身につけるた

めに設定した幼児教育基礎科目群、幼児教育応用科目群、幼児教育関連科目群、および幼

児教育発展科目群から構成された科目のまとまりです。 

３． 幼児教育基礎科目群は、人としてこどもの教育･保育に関わるすべての大人が備える

べき素養を身につける科目のまとまりです。 
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４． 幼児教育応用科目群は、幼稚園教諭という専門職養成に必要な知識と技法の修得に

主眼をおいた科目のまとまりです。 

５． 幼児教育発展科目群は、幼児教育基礎科目群、幼児教育応用科目群および幼児教育

関連科目群における学習内容を体験的に検証し、実践的能力を身につけるための科目のま

とまりです。 

６． 幼児教育関連科目群は、保育士という専門職養成に必要な知識と技法の修得に主眼を

おいた科目のまとまりです。 

これらの科目について、以下の指針に基づき学修します。 

〈１年次〉 

【目標】 

・幼児教育、保育に関わる基礎・基本を理解する。

・子ども、子どもを取り巻く世界を理解する。

【指針】

１年次は、総合基礎領域や幼児教育基礎科目群の科目を中心に履修し、幼児教育・保育・

児童福祉に関する基礎・基本を学びます。「宝仙の歴史」、「宝仙の教育」では、建学の精

神や伝統ある保育者養成教育の歴史を学ぶとともに、「基礎ゼミ（学問への誘い）」、「基

礎ゼミ（学問に触れる）」を通して大学における学びの方法を身につけることで、主体的

な学修の基盤をつくっていきます。

〈２年次〉 

【目標】 

・幼児教育、保育の基本的な知識や技術を修得する。

・幼児教育、保育、子どもへの視野を広げる。

・教職、保育職に就くために学んでいることを自覚する。

【指針】

２年次は、幼児教育応用科目群や幼児教育関連科目群の科目を中心に履修することで、よ

り専門的な学修に入っていきます。「保育実践演習Ⅰ」、「保育実践演習Ⅱ」では、将来、

幼児教育・保育職に就くことを意識しながら、保育や子どもを取り巻く今日的な課題を総

合的に捉えていきます。また、教職・保育職への適性と保育者への就業意欲・学習等を一

層促進できるよう、宝仙学園幼稚園での体験学習や一日保育所見学を履修科目と関連づけ

ていきましょう。また、「保育実習Ⅰ（保育所）」とそれに備えた「事前事後指導」が始ま

ります。

〈３年次〉 

【目標】 

・幼児教育、保育の知識や技術を実践の中で確認する。

・幼児教育、保育の専門性を深められる。

【指針】

３年次は、幼児教育関連科目群の選択科目や幼児教育発展科目群の科目を履修することで、

専門的な学習・研究を深めていきます。自分の興味関心や進路を考えながら、子育て支援

関連の科目や障害児保育関連の科目などを選択し、履修します。また、卒業研究を念頭に

置いて「専門研究ゼミⅠ（講読と発表）」、「専門研究ゼミⅠ（調査と発表）」を履修しま

す。また、「保育実習Ⅰ（保育所）」、「保育実習Ⅰ（施設）」を経験し、自己課題が明確

になってきます。自らの課題意識をもって、主体的に学習を進めていきます。

〈４年次〉 

【目標】 

・教職、保育職に就くための態度、心構えが整う。

・理論と実践を統合して幼児教育、保育を捉えられる。

【指針】

４年次は、幼児教育発展科目群の科目を中心に履修していきます。この科目群の科目は、

卒業や幼稚園教諭一種免許状取得に必要不可欠なものばかりで、４年間の学習のまとめに

なります。卒業研究の完成を目指し、「専門研究ゼミⅡ（卒業研究の基礎）」、「専門研究
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ゼミⅡ（卒業研究の完成）」も履修します。卒業研究は、４年間の集大成となると同時に、

卒業後の教育研究活動や職業の芽となるものです。また、春学期には「教育実習」、秋学

期には「保育・教職実践演習（幼）」を履修することで、保育者としての自分の能力・適

性・課題について確認することになります。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/） 

（概要） 

アドミッション・ポリシー

こども教育宝仙大学は、建学の精神と基本理念を理解し、幼児教育や保育を学ぶ強い意欲

があり、本学の教育課程で身につけた能力を社会で活かそうという人を求めます。

① 広く豊かな教養を身につけられるよう、高等学校などにおいて、各教科への関心を保持

していることが望まれます。

② 表現系の教科（音楽・美術・体育等）についての基礎的な素養とそのいずれかについて

の積極的な関心が求められます。

③日本語の文章力およびコミュニケーション力が求められます。

また本学における入学者選抜の取組・改善状況は主に以下の通りです。 

・一般選抜において、２科目以上の出題科目による学力検査及び調査書に加えて、小論文

や志願者本人が提出する資料等を活用し、学力の３要素（「知識・技能」 「思考力・判断

力・表現力等」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」 ）を多面的・総合的に

評価しています。特に「思考力・判断力・表現力等」を評価するためには、自らの考えを

立論し、それを表現するなどの記述式問題を出題しています。

・学生の資質を多面的・総合的に評価し、入学前学習や初年次教育(基礎ゼミ)と連携して

います。

・2025 年度入学者選抜より、学習指導要領改訂に合わせ、高等学校で行われている「探究

学習」の学びの経験を活かせる『総合型選抜 探究方式』を新設し、受験機会の拡大を目

指しました。

②教育研究上の基本組織に関すること

公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること
a.教員数（本務者）

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

こども教育学部 － 8 人 8 人 1 人 0 人 0 人 17 人 

b.教員数（兼務者）

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 16 人 16 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.hosen.ac.jp/about/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項）

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

こども教育学

部 100 人 118 人 118％ 400 人 381 人 95.5％ 若干名 2 人 

合計 100 人 118 人 118％ 400 人 381 人 95.5％ 若干名 2 人 

（備考） 

b.卒業者数、進学者数、就職者数

学部等名 
卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

こども教育学

部 

76 人 

（100％） 

0 人 

（  0.0％） 

75 人 

（  98.7％） 

1 人 

（ 1.3％） 

合計 
76 人 

（100％） 

0 人 

（  0.0％） 

75 人 

（  98.7％） 

1 人 

（ 1.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項）

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること
（概要） 

こども教育宝仙大学教務委員会において、以下の平成 20 年 12 月 24 日に中央教育審議会にて

示された「学士課程教育の構築に向けて(答申)」を基にシラバス作成要領の作成及び添削を行

っている。 

『学士課程の構築に向けて（答申）』平成 20 年 12 月 24 日（中央教育審議会）より 

シラバスに関しては、国際的に通用するものとなるよう、以下の点に留意する。

・各科目の到達目標や学生の学修内容を明確にすること

・準備学習の内容を具体的に指示すること

・成績評価の方法・基準を明示すること

・シラバスの実態が、授業内容の概要を総覧する資料（コース・カタログ）と同等のものにと

どまらないようにすること

授業計画(シラバス)作成過程 

・授業担当者へ授業計画(シラバス)作成依頼

・教務委員会及び授業担当者にて内容確認・添削

・授業計画(シラバス)完成→ホームページ及びポータルサイト上にて全シラバスを公開

授業計画(シラバス)作成時期：1 月初旬～2 月

授業計画(シラバス)公表時期：3 月～

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること
（概要） 

■学修の成果に係る評価について

各授業においては、授業担当者がシラバス内にて明記した方法で成績評価をする。万が一不正

行為が発覚した場合は、当該授業の単位が認められない他、学則第 72 条に基づいて厳しい処

分を受けることとなる。レポートや課題についても、他人の文章を安易に引用したり、コピー・

アンド・ペースト（文章やデータなどを複写・複製し、それを別の場所へ転写・貼付する行為）

したりすることは、不正行為とみなされる場合がある。

授業科目を履修登録し、授業への出席・参加、課題、レポート提出、試験等を総合的に判断し

て合格となった場合は、修得単位として認定される。

ただし、授業の 3 分の 1 を超えて欠席した場合は、評価判定の対象外となり、単位の修得がで
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きない。また、認定にあたっては、当該学期の学納金が完納されていなければならない。 

授業科目の成績評価は、各授業担当教員が行い、下記のとおり「評価標記」で示される。 

単位認定を受ける資格を得るためには、学則に規定する授業回数の３分の２以上の授業への

出席が必要である。したがって、各科目とも、規定の全授業回数の３分の１を超えて欠席した

場合は、単位認定を受ける資格が無くなり、当該学期に該当科目の単位は修得できない。 

■卒業の認定に当たっての基準について

本学のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）は以下の通りである。 

 こども教育宝仙大学は、建学の精神に基づき、仏教精神を基調とした人間教育の伝統を基に

した「人を造る」の実践を通して、慈悲・敬虔・感謝・奉仕の心に満ちた豊かな人材とともに、

専門的知識・技術を習得し、高次な倫理観と教養を備え、広い視野に立った判断力をもって社

会に貢献できる人材の育成を目指した教育課程を編成している。 

 卒業までに次の能力を身につけ、所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、「学位規

則」により学位を授与する。 

１．人間性豊かで社会性に富み、他者との円滑なコミュニケーションができる 

２．溢れる情報と多様化した社会の中で、変化に即した判断ができる 

３．専門知識や技法を適切に駆使でき、絶えずそれを向上させようと努力することができる 

上記ディプロマ･ポリシーにのっとり、本学に４年以上在学し、卒業に必要な 124 単位を修得

し、教授会の議を経た者に学士の学位が授与される。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

こども教育学部 幼児教育学科 124 単位 有 

GPA 値 3.0 未満…20

単位 

GPA 値 3.0 以上 3.5

未満…22 単位 

GPA 値 3.5 以上… 

24 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること

公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/ 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること

・2025年度入学生以前

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

こども教

育学部 

幼児教育

学科 1 年 
800,000 円 300,000 円 370,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費 

幼児教育

学科 2 年 
800,000 円 - 370,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費 

幼児教育

学科 3 年 
800,000 円 - 430,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費、実習費 

幼児教育

学科 4 年 
800,000 円 - 410,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費、実習費 

・2026年度入学生以降

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

こども教

育学部 

幼児教育

学科 1 年 
840,000 円 200,000 円 430,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費 

幼児教育

学科 2 年 
840,000 円 - 430,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費 

幼児教育

学科 3 年 
840,000 円 - 490,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費、実習費 

幼児教育

学科 4 年 
840,000 円 - 470,000 円 

施設設備整備費、 

教育充実費、実習費 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること
a.学生の修学に係る支援に関する取組

（概要） 

本学では、学生が有意義で充実した大学生活を送れるよう、アドバイザー制度を設けてい

る。学生は１年次から４年次まで、必ずいずれかのゼミに所属し、所属するゼミの授業担当

教員がアドバイザーとなる。アドバイザーは、履修相談の他、学修上の問題や友人関係な

ど、学生生活全般にわたり指導・助言を行う。 

また、学生が学修上の質問や相談、指導を受けるための時間をオフィスアワーという。本学

では、全ての専任教員が週２コマ（180 分）のオフィスアワーを設け、学生の相談を受ける

ために研究室に在室する。年度初めに、教員のオフィスアワーの時間帯等を周知する。質問

や相談等がある学生は、メールなどで予約をとり、相談をする。 

本学では、ひとつの学期における GPA 値が 2.0 未満である場合は、当該学生に対してアドバ

イザーが指導を行う。また、2.0 未満の学期が２回連続した場合または通算３回となった場

合は、学生および保証人に対してアドバイザーが指導を行う。さらに 2.0 未満の学期が３回

連続した場合または通算４回となった場合は、教授会の議を経て、本人および保証人に対

し、学部長が在学について意思確認ならびに厳重注意を行う。 
b.進路選択に係る支援に関する取組

（概要） 

本学の実習・キャリアサポートセンターの概要は以下のとおりである。 

・場 所：１号館２階

・開室日時：9：00～17：00
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・支援内容：求人票、案内パンフレットなどの情報提供、学内ガイダンスの案内、就職試験

受験記録の閲覧、講座・検定の情報提供、公務員試験対策講座の開催、個別相談

・就職サポートシステム「宝仙キャリアメイト」：

スマートフォンやパソコンから最新の求人情報を閲覧できるシステムで、希望職種や地域の

求人情報を知らせる機能もある。就職活動の開始から内定までの一連の進捗管理もこのシス

テム内で行っている。

・マイ・キャリアファイルについて：

「マイ・キャリアファイル」はキャリア構築のための「手引き」であり、Google Classroom

を通してオンラインで配布している。特に４年生には冊子をファイルに綴じて配布し、就職

活動の進め方の説明、必要書類、電話の掛け方、添え状の作り方など就職活動に必要な具体

的方法やサンプルが入っている。その他、キャリアガイダンスの情報や当センターへの諸届

についての説明もある。

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組

（概要） 

保健室では定期健康診断や健康相談、応急処置、測定・検査などを行う。 

学生相談室では、困ったことや悩んでいることなど、いろいろな相談に応じている。 

開室日は週 2 回で、カウンセラー(公認心理師・臨床心理士)が学生の話をじっくりと聞きな

がらいっしょに考えていく。相談内容によってはより適切な相談機関等を紹介する。相談内

容については秘密厳守である。また、成績や就職などに影響することも全くない。相談は基

本的に予約制だが、予約が無くても、来室者がいないときや緊急の場合は、相談を受けるこ

とができる。予約の際は、メール・電話・教員を通してのいずれかの方法で予約可能であ

る。  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法

公表方法：https://www.hosen.ac.jp/information/ 

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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〇総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み(こども教育宝

仙大学) 

本学では以下の取組を行っています。 

【入学後の文理横断型の教育】 

・数理・データサイエンス・ＡＩに関する授業科目として「情報リテラシー」

(2023年度入学生から)を開講しています。

・全学的に文理両方を学ぶ構造となるようなカリキュラム編成の改善及び検証

を行っています。

【学生の学修の幅を広げるような教育課程の工夫】 

主専攻分野以外の分野の課程を体系的に履修することができるような仕組み

として、本学独自の資格「宝仙マイスター制度」を導入しています。これは幼児

教育・保育に加えてより能力を磨きたいと考える分野のプログラムを選択し、カ

リキュラムに沿った認定条件を満たすことで、マイスター認定証が授与される

制度です。このプログラムには「栄養」「身体表現」「国際理解」「心理」の 4つ

の分野があり、幼児教育の以外の能力を身につけることができます。
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （ 6人） （ 7人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 45人 48人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

1人（1）人

113人（72）人

15人 14人

内
訳

第Ⅲ区分 9人 13人

（うち多子世帯） （ 6人） （ 4人）

（うち多子世帯） （ 7人） （ 5人）

第Ⅱ区分

0人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F113310104090

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

112人（71）人

後半期

112人（66）人

25人

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

こども教育宝仙大学

学校法人宝仙学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
110人（69）人

28人第Ⅰ区分
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年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

0人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

―人 人 人

人 人

―人 人 人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ ―人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

計 ―人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

―人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人
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